












よって整理されている。最近では Dixit and Stiglitz（1977）にもとづいて
















































































































































































図 11 JR 西日本東海道・山陽本線（大阪―魚住）


































図 17 JR 西日本関西本線（JR難波―月ヶ瀬口）





































図 23 JR 東海東海道本線（名古屋―岡崎）










図 25 JR 東海中央本線（名古屋―土岐市）





















































































に JR 東海東海道本線、名鉄本線が伸び、北東方向に JR 東海中央本線、北西方












































京王線（新宿―京王八王子） −0.728 0.529 34 3.530
西武新宿線（新宿―本川越） −0.697 0.502 29 3.016
小田急小田原線（新宿―愛甲石田） −0.015 0.010 35 0.056
JR 東日本中央本線（新宿―高尾） −0.543 0.451 22 2.263
池袋駅
東武東上線（池袋―板戸） −0.222 0.164 26 0.815
西武池袋線（池袋―西武秩父） −1.455 0.642 36 4.882
渋谷駅
東急田園都市線（渋谷―中央林間） −0.764 0.522 27 3.057
東急東横線（渋谷―横浜） −0.533 0.289 21 1.318
大阪
大阪駅
JR 西日本東海道本線（大阪―石山） −0.744 0.465 18 2.103
JR 西日本山陽本線・東海道本線（大阪―魚住） −0.455 0.360 27 1.929
JR 西日本福知山線（大阪―藍本） −1.767 0.732 19 4.426
阪急神戸本線（梅田―三宮） −0.808 0.482 16 2.057
阪急宝塚本線（梅田―宝塚） −1.009 0.619 19 3.253
阪急京都本線（梅田―河原町） −0.629 0.427 26 2.312
阪神本線（梅田―元町） −0.579 0.344 33 2.041
難波駅
JR 西日本関西本線（JR 難波―月ヶ瀬口） −1.716 0.698 25 4.677
JR 西日本阪和線（JR 難波―山中渓） −1.169 0.658 34 4.940
近鉄大阪線（近鉄難波―長谷寺） −1.464 0.785 33 7.058
近鉄奈良線（近鉄難波―近鉄奈良） −1.021 0.645 24 3.955
南海本線（難波―孝子） −0.826 0.503 40 3.587
南海高野線（難波―天見） −0.742 0.354 29 1.968
名古屋 名古屋駅
JR 東海東海道本線（名古屋―岡崎） −1.313 0.490 16 2.102
JR 東海東海道本線（名古屋―大垣） −0.915 0.443 11 1.480
JR 東海中央本線（名古屋―土岐市） −1.966 0.726 13 3.499
JR 東海関西本線（名古屋―河原田） −1.898 0.729 14 3.688
名鉄本線（名古屋―本宿） −1.098 0.601 29 3.911
名鉄本線（名古屋―名鉄岐阜） −0.833 0.397 26 2.118
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